
国語－１（第１学年） 日常生活の中の話題について報告する事例（話すこと・聞くこと）
【学習活動の概要】

１ 単元名 「体験入部」の報告をしよう ～聞き手の反応に注意して分かりやすく話す～

２ 単元の目標
自分の体験を基に報告する内容を選んで話を構成し，話す速度や音量，相手に分かりやすい

語句の選択などの知識を生かして話すことができる。

３ 評価規準
【国語への関心・意欲・態度】 聞き手にとって分かりやすい報告にするために，話し方や話

す言葉に注意して話したり，聞いたりしようとしている。
【話す・聞く能力】 話をする場や聞き手の立場に応じて，分かりやすい言葉を選び，適切な

速度や音量で話したり，他の人の話し方の良さに注意して聞き取ったりしている。
【言語についての知識・理解・技能】 話をする上で必要な音声の働きや仕組みについて関心

をもち，理解している。

４ 題材
体験入部の報告

５ 主な学習活動
(1)単元の展開（全３時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第１時 学習の見通しをもつ。 ○報告するという具体的な言語活
体験入部で活動したことや分かったことの 動を通して，第１時では、「聞い

中から伝えたいことを選び，報告メモを作る。 て分かりにくい言葉」がないか
報告メモを基に，ペアで報告を行う。 考えさせる。

第２時 報告メモを基に，グループで報告し合う。 ○第２時では、主に「話す速度や

（本時） 報告を聞いて，聞き手の人数や立場に応じ 音量」に注目させる。音声の働
て話す際の注意点について話し合う。 きや仕組みについて，必要な知

識を学習させる。
第３時 全体で報告をするに当たり，必要に応じて ○全体での発表は数名の生徒を選

報告メモを修正する。また，大人数の前で話 んで行い，良さを指摘させる。
すときの注意点を確認する。 その他の生徒にも，学級活動等

全体の前で報告を行い，話し方の良さや自 で報告させる。
分が話すときの注意点について話し合う。

(2)本時の学習（２/３時間）

① 前時を振り返り，本時の目標（聞き手にとって分かりやすい内容になっているかを
確かめ，適切な速度や音量で話す力を付ける。）を確認する。

② 報告メモを基に、グループ内で報告したり聞いたりする。
＜聞き手の役割＞
・ペアの相手（前時に報告を聞いている聞き手）は、話し手から最も離れた席に座

り、適切な速度や音量で話しているかに注意して聞く。
・ペアの相手以外の聞き手は、内容の分かりやすさに注意して聞く。
・発表について良かった点，アドバイス，感想などを付箋に記入し，話し手に渡す。

③ 評価カードを基に、聞き手の人数や立場に応じて話をする際の注意点を話し合う。
・ペアのときとグループのときの報告の違いについて，気付いたことを発表する。
・学級全体に対して報告するとき、どのようなことに注意するか考える。

④ 学習を振り返る。
・本時の学習からどんなことを学んだか。次の時間（全体での報告）に、注意したり

工夫したりすることはどんな点か。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
本事例では，中学校学習指導要領・国語の第１学年「話すこと・聞くこと」の指導事項「ウ

話す速度や音量，言葉の調子や間の取り方，相手に分かりやすい語句の選択，相手や場に応じた
言葉遣いなどについての知識を生かして話すこと。」を指導する。これらの知識は，小学校で既
に学習している。それを生かして話すことが音声言語活動の基礎となることを，中学校における
学習の初めの段階で理解させる。その際，聞き手の人数や場など，状況に応じて話すことを意識
させることが重要である。

関連する内容として，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕「(1)イ(ｱ) 音声の働
きや仕組みについて関心をもち，理解を深めること。」を位置付ける。音声で伝達する際，声の
出し方が大きな影響を与えることを意識させ，併せて，アクセント，イントネーション，プロミ
ネンス（文中のある語を強調して発音すること）などの音声的特質についての知識を指導する。

【言語活動の充実の工夫】
上述の内容を効果的に指導するために，言語活動を設定する。第１学年「話すこと・聞くこと」

の言語活動例は，次の２つであり，本事例では，アの言語活動例を具体化した。

ア 日常生活の中の話題について報告や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をしたりす
ること。

イ 日常生活の中の話題について対話や討論などを行うこと。

自分が経験した
ことを報告したり
紹介したりするこ
とは，学校生活で
日常的に行われて
いる言語活動であ
る。また，スピー
チについては，小

学校で繰り返し学
習してきている。
その学習経験を想
起させ，小学校段
階で身に付けてお
くべきことについ
て自覚させること
が大切である。

中学校において
も，授業に限らず
様々な場面で繰り
返される言語活動
であるだけに，中
学校における学習
の初めの段階で，
状況に応じて話す
意識と，聞き手の反応を見ながら話す習慣を身に付けさせることが大切である。

本単元では，このような能力を育成するために，体験入部の報告を，状況を変えて行うという
言語活動を設定した。報告に当たっては，ペア，少人数グループ，全体の３つの場面を設定し，
状況に応じて話すことを経験させるようにした。聞き手の人数や場の大きさによって，話す音量
が違うこと，また，聞き手の立場によって，自分が分かっている言葉が通じるとは限らないとい
うことを経験させ，内容が伝わっているかを確かめながら分かりやすく話そうとする態度と能力

を身に付けさせる。また，全体での報告を国語の授業以外の場面につなげていくことで，日常に
意識を広げ，実践的な力としての定着を図る。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：①，②，⑥ （※分類番号はP5表参照）

ワークシートと生徒の記入例




